
令和元年度 指定管理施設運営状況評価表

１．施設の概要

施設の名称 むつ来さまい館、むつ下北観光物産館、むつ市イベント広場

団体名 むつ商工会議所

指定管理者 代表者 会頭 其田 桂

所在地 むつ市小川町２丁目１１番４号

指 定 期 間 平成３０年 ４月 １日 ～ 令和 ３年 ３月３１日 （３年間）

指 定 管 理
（１）むつ来さまい館

業務の概要
ｱ 産業の振興、中心市街地の活性化及び市民等の交流促進に関する事業。

ｲ 地域振興に関する資料の収集、保管及び利用並びに情報の発信に関すること。

ｳ 館の施設の提供に関すること。

ｴ ｱからｳまでに掲げるもののほか、館の設置目的を達成するために必要な業務。

（２）むつ下北観光物産館

ｱ 観光施設の案内、宿泊施設の紹介その他の観光情報の収集及び提供に関すること。

ｲ 地場産品の展示並びに情報の収集及び提供を行うこと。

ｳ 電気自動車急速充電設備利用者の受付、案内及び設備周辺の除雪等に関する業務。

ｴ その他観光・物産の充実振興上必要な業務。

（３）むつ市イベント広場

ｱ 市民の文化活動、休憩、集会等の用に供すること。

（４）上記のほか、各施設に共通する業務

ｱ 各施設の使用許可または使用の制限に関する業務。

ｲ 各施設の使用に係る利用料金収受に関する業務。

ｳ 各施設の維持及び修繕に関する業務。

ｴ その他、各施設の管理上必要な業務。

２．収支の状況 ※消費税及び地方消費税を含んだ額を計上すること。自主事業分は含まないこと。

※原則として他会計からの繰入金及び他会計への繰出金は含まないこと。

※人件費には、経常の指定管理業務にかかる人件費のみを記載し、臨時的な日雇い雇

用などの賃金を含まないこと。 単位：千円

区 分 計 画 額 ① 実 績 額 ② 増 減 （②－①）

収 入 合 計 (Ａ) ７３，７２３ ７３，７９２ ６９

うち利用料金額 １２，４００ １１，５１６ △８８４

うち指定管理料 ５８，７８７ ５９，３０６ ５１９

支 出 合 計 (Ｂ) ７３，７２３ ６９，５８６ △４，１３７

うち人件費 ２７，６４９ ２７，８０１ １５２

収支差 (Ａ－Ｂ) ０ ４，２０６ ４，２０６

市 へ の 納 入 金 ０ ０ ０

計画額と比較した 来さまい館は、新型コロナウイルス感染症による影響により、３月の展示

実績額の増減理由 会や催事の中止が相次ぎ、主にホール利用料収入が減少した。

物産館はテナント収入により安定した実績があがった。

一方、イベント広場は定期的に使用していた団体が減少したが、イベント

での販売コーナーの売上が増加した。



３．施設利用の状況 単位：人

区 分 計 画 ① 実 績 ② 増 減 （②－①）

利用者数 むつ来さまい館 ８５，０００ ５４，２８６ △３０，７１４

むつ下北観光物産館 ２２，５００ １５，８０５ △６，６９５

むつ市イベント広場 ５０，０００ ２６，９５４ △２３，０４６

利用者数について

・来さまい館 貸室が重なり、お断りした団体も多かった。

・観光物産館 貸室利用者、売店利用者共に減少。

・イベント広場 産業まつりなどの大きな催事が行われなかったほか、個人利用が減少してい

る。

利用者の声とその対応状況 ※利用者アンケートの実施（有・無）

【利用者の声】

・事前に会場の設営を行ってくれるので、準備に手間取ること無く便利だ。

・付帯設備、備品使用の追加料金がないので使用しやすい。

・当日でも部屋が空いていれば使用できる。

・利用形態や人数に合った貸し室やレイアウトなども提案していただき、参考になる。

４．自主事業の実施状況 単位：人、千円

事 業 名 利 用 者 数 収 入 支 出

１ フリーマーケット 3,000 205,000 0

２ 文化展 ※詳細は下部記載 2,110 0 0

３ 体験館 1,180 25,900 82,173

４ 郷土芸能公演会 144 0 172,000

５ ジャズライブ 146 297,000 621,411

６ ふれあいフェスタ＆ハンドメイドマルシェ 500 44,300 293,360

７ ふるさと公演（板橋かずゆきライブ） 56 0 43,221

（かれんにさく）※中止 0 0 22,770

８ 飲食楽祭 1,000 20,500 143,295

９ ハロウィンイベント 1,000 188,600 366,036

10 イルミネーション点灯式 300 25,600 112,641

11 冬まつり 600 41,600 234,369

12 来さまい橋通り装飾事業 － 0 786,720

13 音楽活動支援事業 11 49,000 17,820

14 路線バス定期・回数券販売 672 123,348 0

15 レンタサイクル事業 230 3,500 53,856

16 むつおもちゃ病院活動支援事業 128 0 0

※文化展詳細

1 佐井村夕陽ふぉとコンテスト巡回展 260 0 0

2 むつ盆栽会展示会 200 0 0

3 水彩画サークル海作品展 260 0 0

4 密漁防止絵画コンクール展示（協力） 390 0 0

5 大湊高校田名部高校美術部合同作品展 320 0 0

6 創作ちりめん雛人形展 480 0 0

7 うみね工房春らんまん展 200 0 0

小計 2,110

合 計 11,077 1,024,348 2,949,672



５．個別項目評価 ※指定管理者と市の所管課が評価

評価基準Ａ（優 良）：計画された業務水準を大きく超える、独自の取組を実施するなど、特にめざましい成果があった。

Ｂ（適 正）：計画された業務水準を概ね達成した。

Ｃ（要改善）：計画された業務水準を達成できなかった。

評 価 項 目 自己評価 市の評価

(1) 施設設置目的に添ったサービス向上に関する取組み状況

①開館時間、休館日等を守り、施設利便性の確保に努めたか。 Ｂ Ｂ

②施設の使用許可、使用料減免等が適正、円滑に行われたか。 Ｂ Ｂ

③利用者に対する接客マナー等、職員の勤務態度は適正だったか。 Ｂ Ｂ

④利用者の意見を聴取し、それらを反映する取組みを行ったか。 Ｃ Ｃ

(2) 利用促進に関する取組み状況

①施設利便性を高める努力を行い、効果が得られたか。 Ｂ Ｂ

②潜在的な利用者等に営業広報活動を行い、利用アピールをしたか。 Ｂ Ｂ

③自主事業を企画・実施し、効果が得られたか。 Ｂ Ｃ

(3) 効率性の向上に関する取組み状況

①施設管理経費を低減するための取組みを行い、効果があったか。 Ｂ Ｂ

②収入増を図るための取組みを行い、効果があったか。 Ｂ Ａ

③職員の資質・能力向上を図る取組みがされたか。 Ｂ Ｂ

(4) 施設の適正な維持・管理に関する取組み状況

①施設の維持管理、運営に当たる人員配置は適正であったか。 Ｂ Ｂ

②設備・備品の維持管理及び修繕が適切に行われたか。 Ｂ Ｂ

③労働関係法令等を遵守し、適正な管理を行ったか。 Ｂ Ｂ

④利用料金の収受及び施設管理経費の支出は適正であったか。 Ｂ Ｂ

(5) 平等利用、安全対策、危機管理等に関する取組み状況

①利用者が平等に利用できるよう施設利用情報提供に配慮したか。 Ｂ Ｂ

②日常の事故防止等の安全対策は適切であったか。 Ｂ Ｂ

③防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であったか。 Ｂ Ｂ

④利用者の個人情報保護は徹底されていたか。 Ｂ Ｂ

６．指定管理者総合評価 ○注自己評価をＡとした項目の内容及びＣとした項目の改善策を記載すること。

（１）施設設置目的にあったサービス向上にかかる取り組み

・施設特別清掃（休館）や業者点検等を、利用者に影響の少ない時期や時間帯で実施しました。

・貸室案内の表記を手書きからモニターに変更し、催事のポスター画像を表示するなど来場者に

わかりやすい表示を心掛け、サービス向上に努めました。

・アンケート徴取準備はしていたものの、年度内実施まで至りませんでした。

令和２年度６月より実施する予定です。

（２）利用促進に関する取り組み状況

・SNS（フェイスブックやブログ）での情報周知、玄関のモニターに館内の様子や催事案内を流し、

情報の提供に努めました。

・自主事業では当館職員のみではなく、外部団体や出展者の意見も徴収し、協力して企画運営に

努めました。また、継続事業でも、新規参加団体・内容を取り入れマンネリ化を防ぎ来場者に

楽しんでいただけるよう努めました。

・冬季イベントを開催し、落ち込みがちな冬期間の集客が見込めるよう努めました。

（３）効率性の向上に関する取り組み状況

・施設の空き状況に関する問い合わせにはファックスやメールで紹介し、継続的な利用促進に努

めました。



・大規模な修繕については、所管課と協議のうえ計画的に見直しを行い施設管理に努めました。

修繕にあたって、テナント関係者、施設利用者へ不便のないよう、調整・周知をいたしました。

・軽微な修繕については、職員で対応できるものは適宜行い、快適性の向上に努めました。

・接客対応セミナー等に職員が積極的に参加し、資質向上に努めました。

（４）施設の適正な維持・管理に関する取組状況

・机やイスなど備品の補修は適宜行い、利用者の快適性の向上に努めました。

・展示スペース等の見回りを一定時間毎に行い、破損や物品の紛失がないかどうか確認しました。

・利用者の様々な要望に応えるべく、備品の補充、充実を図りました。

（５）平等利用、安全対策、危機管理等に関する取り組み状況

・施設利用者間の希望を聴取し時間や使用備品の調整など、平等な利用ができるよう配慮に努め

ました。

・利用者には備品や設備の使用方法などを説明し、必要であれば職員が対応する等、適正・安全

に使用いただけるように努めました。

・緊急時対応マニュアルを作成し、カウンターに設置して職員各自が役割を確認し、迅速に対応

できるよう備えました。

７．市の所管課総合評価 ○注市の評価をＣとした項目についての指導内容も記載すること。

（１）施設設置目的にあったサービス向上にかかる取り組み

清掃や点検等の実施時期の検討や、来場者への配慮等サービス向上に努めていることは評価し

ますが、アンケートが未実施であることから、更なる改善の余地はあるものと評価します。

予定どおりアンケートを実施し、更なるサービス向上に努めてください。

（２）利用促進に関する取り組み状況

SNSを活用した情報周知や玄関のモニターを活用した情報の提供のほか、外部団体や出展者と協

力した企画運営に努めていることは評価します。

大規模イベントが開催されなかったことやコロナウイルスの影響など利用者減少の外的要因は

ありますが、積極的に主催事業を実施するなどして更なる利用促進に取り組んでください。

（３）効率性の向上に関する取り組み状況

利用者が減少する中での収入増への取り組みや職員の各種セミナーへの積極的な参加など、効

果的な取り組みを行っているものと評価します。

（４）施設の適正な維持・管理に関する取組状況

担当課との協議の上で軽微な修繕から大規模修繕に至るまで計画的に対処しており、適切に施

設管理が行われているものと評価します。

（５）平等利用、安全対策、危機管理等に関する取り組み状況

施設利用者への配慮や個人情報保護、防犯・防災対策等の危機管理体制は適切であると評価し

ます。


